


摩擦、摩耗、潤滑を束ねた学際領域であるトライボロジー (tribology)は、

省資源、省エネルギーの追求だけでなく、

機械設備の性能、精度の向上とその保証をもたらすものであり、

適切に運用することで大きな経済効果を生み出すことが可能です。

このトライボロジーをメンテナンスに有効活用する技術領域を

メンテナンストライボロジーと呼びます。

弊社では、メンテナンストライボロジーに基づいた製品、およびサービスの提供を通じ、
設備稼働率向上や保全費用削減といったコストメリットを顧客企業様にご提案いたします。

service

product
◎静電浄油装置、作動油浄化装置の製造・販売・レンタル

◎オイルフラッシング工事 ◎各種油性状分析 ◎機械状態監視診断（トライボロジー）

※トライボロジー（tribology）／ 2つの物体が互いに滑り合うような運動をしたときの、接触面に生じる摩擦・摩耗・潤滑の現象やその過程を対象とする応用力学の一分野。摩擦学。



お使いの設備に最も適した浄油装置の選定をお手伝いします。お使いの設備に最も適した浄油装置の選定をお手伝いします。

静電浄油装置 OCM

異物粒子の除去にはフィルタに代表される濾過方式を用いるのが一

般的ですが、高い清浄度を求めて濾過精度を上げると圧力損失が大

きくなり、システム圧力の変動や目詰まりの頻発といった別の課題

が生じるだけでなく、摩擦帯電に

よって放電現象を生じ油劣化が加

速することになります。

対象油種： タービン油をはじめとする鉱油系潤滑油（エンジンオイルを除く）
対象機器： 発電用タービン（軸受潤滑）、一般油圧設備、一般潤滑設備、その他

作動油浄化装置 PEC
PEC は、エステル系作動油の適正管理に重要な「酸」「水」「ゴミ」のコントロールを 1 台で可能と

した高性能浄油装置です。水分除去による加水分解の予防、酸性物質除去による系統材腐食予防

や微小粒子成長阻害、微小粒子除去による動作不具合予防など、複数の効果が得られます。

高温高圧設備ではエネルギー伝達媒体として難燃性作動油が多く用い

られます。リン酸エステル油や脂肪酸エステル油が代表的ですが、エス

テルは水と反応して加水分解を生じます。加水分解の反応生成物であ

る酸とアルコールは油性状を悪化させるだけでなく、縮重合により高

分子化した酸性物質がサーボ弁のス

プール部などに付着し動作不具合の

原因になります。

対象油種： リン酸エステル油、脂肪酸エステル油、一般鉱物油
対象機器： 電子油圧式ガバナ、高温高圧油圧設備、潤滑設備、その他

一口に油と言っても、基油の種類や配合される添加剤などの違いにより

様々な製品が存在し、その性状や性質は様々です。潤滑油と作動油では

管理すべき油性状も違い、ひとつの浄油装置で全ての油に対応するのは

極めて困難です。弊社では「汚染粒子除去技術」「油水分離技術」「酸性物

質除去技術」を組み合わせ、浄化対象となる油・設備に最適な浄油装置

をご提案します。火力原子力発電所や製鉄所をはじめ、様々な製造設備

で多種多様な油を取り扱ってきた経験を活かし、顧客満足度の高い浄油

ソリューションをご提供します。

一口に油と言っても、基油の種類や配合される添加剤などの違いにより

様々な製品が存在し、その性状や性質は様々です。潤滑油と作動油では

管理すべき油性状も違い、ひとつの浄油装置で全ての油に対応するのは

極めて困難です。弊社では「汚染粒子除去技術」「油水分離技術」「酸性物

質除去技術」を組み合わせ、浄化対象となる油・設備に最適な浄油装置

をご提案します。火力原子力発電所や製鉄所をはじめ、様々な製造設備

で多種多様な油を取り扱ってきた経験を活かし、顧客満足度の高い浄油

ソリューションをご提供します。

一口に油と言っても、基油の種類や配合される添加剤などの違いにより

様々な製品が存在し、その性状や性質は様々です。潤滑油と作動油では

管理すべき油性状も違い、ひとつの浄油装置で全ての油に対応するのは

極めて困難です。弊社では「汚染粒子除去技術」「油水分離技術」「酸性物

質除去技術」を組み合わせ、浄化対象となる油・設備に最適な浄油装置

をご提案します。火力原子力発電所や製鉄所をはじめ、様々な製造設備

で多種多様な油を取り扱ってきた経験を活かし、顧客満足度の高い浄油
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OCMは、油中粒子の電荷を利用し捕集するシステムを採用した高性能浄油装置です。電気力は粒子

サイズに関係なく作用。100ミクロン以上の粒子から0.1ミクロン以下の微小粒子まで、油に溶けな

い全ての異物粒子を除去可能。また、浄油プロセスにおける圧力損失が小さいため目詰まりせず大量

のゴミを除去出来るだけでなく、油劣化の原因となる摩擦帯電を生じさせません。








